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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第11期

第３四半期累計期間
第12期

第３四半期累計期間
第11期

会計期間
自　2022年２月１日
至　2022年10月31日

自　2023年２月１日
至　2023年10月31日

自　2022年２月１日
至　2023年１月31日

売上高 （千円） 4,985,126 4,824,491 6,607,710

経常利益 （千円） 75,444 140,234 105,310

四半期（当期）純利益又は

四半期純損失（△）
（千円） △32,135 107,280 53,425

持分法を適用した場合の投資利益 （千円） － － －

資本金 （千円） 1,095,687 50,000 1,106,687

発行済株式総数 （株） 13,786,000 13,966,000 13,874,000

純資産額 （千円） 1,542,138 1,757,251 1,638,699

総資産額 （千円） 3,273,498 3,620,785 3,375,069

１株当たり四半期（当期）純利益

又は１株当たり四半期純損失（△）
（円） △2.41 7.68 3.97

潜在株式調整後１株当たり

四半期（当期）純利益
（円） － 7.68 3.88

１株当たり配当額 （円） － － －

自己資本比率 （％） 47.1 48.5 48.6

 

回次
第11期

第３四半期会計期間
第12期

第３四半期会計期間

会計期間
自　2022年８月１日
至　2022年10月31日

自　2023年８月１日
至　2023年10月31日

１株当たり四半期純利益又は

１株当たり四半期純損失（△）
（円） △6.95 1.04

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につい

ては記載しておりません。

２．持分法を適用した場合の投資利益については、当社は関連会社を有していないため記載しておりません。

３．第11期第３四半期累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式は存在したもの

の、１株当たり四半期純損失であるため、記載しておりません。

４．１株当たり配当額については、配当を実施していないため、記載しておりません。
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２【事業の内容】

　当第３四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。また、主要な関係会

社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載した

事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において判断したものであります。

(1）財政状態の状況

（資産）

　当第３四半期会計期間末における資産合計は3,620,785千円となり、前事業年度末に比べ245,716千円増加いたし

ました。

　流動資産は3,252,688千円（前事業年度末比300,701千円増加）となりました。主な要因は、現金及び預金の増加

373,653千円、預け金の増加49,158千円、その他に含まれる前渡金の増加20,013千円、仮払法人税等の増加18,408

千円、売掛金の減少164,210千円等によるものであります。

また、固定資産は368,097千円（前事業年度末比54,985千円減少）となりました。主な要因は、減価償却費の計

上による工具、器具及び備品の減少58,207千円等によるものであります。

 

（負債）

　当第３四半期会計期間末における負債合計は1,863,534千円となり、前事業年度末に比べ127,164千円増加いたし

ました。

　流動負債は1,863,513千円（前事業年度末比127,254千円増加）となりました。主な要因は、チケット・コンテン

ツの売買代金及び「メンバーシップ」の会員費である預り金の増加128,996千円、未払法人税等の増加20,700千

円、その他に含まれる未払消費税等の増加23,460千円、ユーザーへの支払報酬である買掛金の減少39,404千円、取

引先への支払である未払金の減少12,127千円等によるものであります。

また、固定負債は20千円（前事業年度末比90千円減少）となりました。減少要因は、その他に含まれるリース債

務の支払90千円によるものであります。

 

（純資産）

　当第３四半期会計期間末における純資産合計は1,757,251千円となり、前事業年度末に比べ118,552千円増加いた

しました。これは、減資による資本金の減少1,056,687千円、資本金及び資本準備金からの振り替えによる資本剰

余金の増加1,067,959千円、四半期純利益の計上による利益剰余金の増加107,280千円によるものであります。

　この結果、自己資本比率は48.5%（前事業年度末は48.6%）となりました。

 

(2）経営成績の状況

　当第３四半期累計期間における我が国経済は、コロナ禍からの社会経済活動の緩やかな持ち直しが続く一方で、

エネルギーや食料品を中心とした物価の高騰、世界的な景気後退懸念等の影響により、不透明な状況が継続してい

ます。

　当社を取り巻くインターネット関連市場につきましては、スマートフォンやタブレット端末の普及に伴い、日本

における2023年6月末時点の移動系通信の契約数は、2億1,282万回線(前年同期比4.4%増)と緩やかな増加が続いて

おります。(出所:総務省「電気通信サービスの契約数及びシェアに関する四半期データの公表（令和5年度第1四半

期（6月末））」)。また、当社がターゲットとする動画投稿・ライブ配信市場においては、グローバルSNSプラッ

トフォームを中心にライブ配信利用者の増加が継続し、今後も市場は拡大していくことが予想されます。

　このような事業環境のもと、当社では、ユーザー満足度の向上を目指して、視聴者と配信者がライブ配信内で協

力してクイズに答える「ツイキャスQ」や、人気オンラインゲームを使ったゲームイベント「ツイキャス x Only

Up! 登頂チャレンジ」を開催しました。また、プラットフォームの経済規模拡大を目的に、海外在住配信者向け収

益化サービスの提供や、メンバーシップ会員限定プレミア配信チケットの販売を開始し、資本業務提携先である株

式会社STPR所属の人気アイドルユニット「すとぷり」とのコラボレーションによるメンバーシップ会員限定プレミ

ア配信割引クーポンキャンペーンを実施しました。

　さらに、プラットフォームにおける文化の拡大を目指して、より多くの利用者にオンライン共同視聴を体験いた

だくために、ブルース・ウィリス、ブラッド・ピット出演のSFサスペンス映画「12モンキーズ」や新作TVアニメ

「政宗くんのリベンジR」等の放送を実施しました。

　その結果、当第３四半期累計期間においては、当社の重要指標の一つである月間平均ポイントARPPU（Average

Revenue Per Paid Userの略、課金ユーザー一人当たりの平均課金額）は6,579円（前年同期比7.7%増）と堅調に推

移しました。また、実質売上総利益（当社が獲得する売上高合計から、収益化された配信者に対してお支払する報

酬額と、Apple Inc., Google Inc. 等の決済代行業者に対して支払う手数料を差し引いた金額）については、ポイ

ント購入における決済手段比率の変化がさらに進んだことによる決済手数料総額の減少と、配信者を毎月定額の会
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員費で応援することができる「メンバーシップ」の継続的な売上増加等の影響により、1,283,304千円（前年同期

比2.8%増）となりました。一方で、月間平均ポイントPU（Paid Userの略、課金ユーザー数）は減少傾向を回復す

るには至らず、75千（前年同期比11.7%減）となり、その結果、「ツイキャス」のポイント販売売上は4,458百万円

（前年同期比4.9%減）となりました。

　以上の結果、当第３四半期累計期間における実績は、売上高が4,824,491千円（前年同期比3.2%減）、営業利益

は129,362千円（前年同期比73.9%増）、経常利益は140,234千円（前年同期比85.9%増）となり、四半期純利益は

107,280千円（前年同期は32,135千円の四半期純損失）となりました。

　なお、当社はライブ配信コミュニケーションプラットフォーム事業の単一セグメントであるため、セグメントに

関する記載は省略しております。

 

(3）会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定

　前事業年度の有価証券報告書に記載した「経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分

析」中の会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定の記載について重要な変更はありません。

 

(4）経営方針・経営戦略等

　当第３四半期累計期間において、当社の経営方針・経営戦略等の重要な変更はありません。

 

(5）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

　当第３四半期累計期間において、当社が優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重要な変更はあり

ません。

 

(6）研究開発活動

　該当事項はありません。

 

(7）経営成績に重要な影響を与える要因

　当第３四半期累計期間において、経営成績に重要な影響を与える要因について重要な変更はありません。

 

 

３【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 40,000,000

計 40,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）
（2023年10月31日）

提出日現在発行数（株）
（2023年12月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 13,966,000 13,966,000
東京証券取引所

グロース市場

完全議決権株式であ

り、株主としての権

利内容に何ら制限の

ない当社における標

準となる株式であ

り、１単元の株式数

は、100株でありま

す。

計 13,966,000 13,966,000 － －

（注）「提出日現在発行数」欄には、2023年12月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行

された株式数は含まれておりません。

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

　該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金
増減額
（千円）

資本金
残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高
（千円）

2023年８月１日～

2023年10月31日
－ 13,966,000 － 50,000 － －
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（５）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

 

（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

    2023年10月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等）  － － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 13,962,400 139,624

完全議決権株式であり、

株主としての権利内容に

何ら制限のない当社にお

ける標準となる株式であ

り、１単元の株式数は、

100株であります。

単元未満株式 普通株式 3,600 － －

発行済株式総数  13,966,000 － －

総株主の議決権  － 139,624 －

（注）　当第３四半期会計期間末現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載す

ることができないことから、直前の基準日（2023年７月31日）に基づく株主名簿による記載をしております。

 

②【自己株式等】

　　　　該当事項はありません。

 

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期会計期間（2023年８月１日から2023年10

月31日まで）及び第３四半期累計期間（2023年２月１日から2023年10月31日まで）に係る四半期財務諸表について、

ＰｗＣ Ｊａｐａｎ有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。

　なお、従来当社が監査証明を受けておりますＰｗＣ京都監査法人は、2023年12月１日付でＰｗＣあらた有限責任監

査法人と合併し、ＰｗＣ Ｊａｐａｎ有限責任監査法人に名称を変更しております。

 

３．四半期連結財務諸表について

　当社は、子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】

（１）【四半期貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前事業年度

（2023年１月31日）
当第３四半期会計期間
（2023年10月31日）

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,749,802 2,123,456

売掛金 1,169,336 1,005,126

預け金 26,014 75,173

棚卸資産 ※１ 111 ※１ 124

その他 6,959 49,045

貸倒引当金 △237 △237

流動資産合計 2,951,986 3,252,688

固定資産   

有形固定資産 250,847 192,481

投資その他の資産   

差入保証金 ※２ 109,775 ※２ 113,156

繰延税金資産 62,459 62,459

投資その他の資産合計 172,234 175,615

固定資産合計 423,082 368,097

資産合計 3,375,069 3,620,785

負債の部   

流動負債   

買掛金 801,269 761,865

未払金 368,457 356,329

前受金 148,705 155,639

未払法人税等 12,482 33,182

預り金 387,973 516,969

その他 17,371 39,528

流動負債合計 1,736,259 1,863,513

固定負債   

その他 110 20

固定負債合計 110 20

負債合計 1,736,369 1,863,534

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,106,687 50,000

資本剰余金 876,815 1,944,774

利益剰余金 △344,802 △237,522

株主資本合計 1,638,699 1,757,251

純資産合計 1,638,699 1,757,251

負債純資産合計 3,375,069 3,620,785
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（２）【四半期損益計算書】

【第３四半期累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期累計期間
（自　2022年２月１日
至　2022年10月31日）

当第３四半期累計期間
（自　2023年２月１日
至　2023年10月31日）

売上高 4,985,126 4,824,491

売上原価 2,494,643 2,421,261

売上総利益 2,490,482 2,403,229

販売費及び一般管理費 ※ 2,416,099 ※ 2,273,867

営業利益 74,383 129,362

営業外収益   

受取利息 12 20

受取手数料 － 8,454

為替差益 － 1,948

雑収入 1,301 448

営業外収益合計 1,314 10,872

営業外費用   

為替差損 253 －

営業外費用合計 253 －

経常利益 75,444 140,234

特別損失   

固定資産除却損 0 0

特別損失合計 0 0

税引前四半期純利益 75,444 140,234

法人税等 107,580 32,954

四半期純利益又は四半期純損失（△） △32,135 107,280
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【注記事項】

（会計方針の変更）

　該当事項はありません。

 

（会計上の見積りの変更）

　該当事項はありません。

 

（四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

　税金費用については、当第３四半期会計期間を含む事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の

実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。ただし、当該

見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、税引前四半期純損益に一

時差異等に該当しない重要な差異を加減した上で、法定実効税率を乗じて計算しております。

 

（四半期貸借対照表関係）

　※１　棚卸資産の内訳は、次のとおりであります。

 
前事業年度

（2023年１月31日）
当第３四半期会計期間
（2023年10月31日）

貯蔵品 111千円 124千円

 

 

　※２　「資金決済に関する法律」に基づき東京法務局に供託している資産は、次のとおりであります。

 
前事業年度

（2023年１月31日）
当第３四半期会計期間
（2023年10月31日）

差入保証金 66,022千円 69,899千円

 

（四半期損益計算書関係）

※ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
前第３四半期累計期間
（自　2022年２月１日
至　2022年10月31日）

当第３四半期累計期間
（自　2023年２月１日
至　2023年10月31日）

支払手数料 1,370,664千円 1,245,082千円

通信費 331,021 364,149

給料手当 201,656 232,986

広告宣伝費 141,144 89,089
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（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第３四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期累計

期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
前第３四半期累計期間
（自　2022年２月１日
至　2022年10月31日）

当第３四半期累計期間
（自　2023年２月１日
至　2023年10月31日）

減価償却費 58,296千円 61,518千円

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期累計期間（自　2022年２月１日　至　2022年10月31日）

１．配当金支払額

　該当事項はありません。

 

２．基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間の末尾後

となるもの

　該当事項はありません。

 

３．株主資本の金額の著しい変動

　当社は、2022年４月27日に東京証券取引所グロース市場に上場いたしました。上場にあたり、2022年４月

26日を払込期日とする有償一般募集（ブックビルディング方式による募集）による増資により払込みを受け

ました。

　また、2022年５月30日を払込期日とする第三者割当増資（オーバーアロットメントによる当社株式の売出

しに関連した第三者割当増資）による払込みを受けました。

　さらに、当第３四半期累計期間において、第１回、第２回及び第３回新株予約権の行使による払込みを受

けました。

　この結果、当第３四半期累計期間において資本金が325,887千円、資本準備金が301,815千円増加し、当第

３四半期会計期間末において資本金が1,095,687千円、資本剰余金が876,815千円となっております。

 

Ⅱ　当第３四半期累計期間（自　2023年２月１日　至　2023年10月31日）

１．配当金支払額

　該当事項はありません。

 

２．基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間の末尾後

となるもの

　該当事項はありません。

 

３．株主資本の金額の著しい変動

　当社は、当第３四半期累計期間において、第１回及び第２回新株予約権の行使による払込みを受けまし

た。

　また、当社は、2023年４月27日開催の定時株主総会の決議に基づき、2023年６月２日付けで減資の効力

が発生し、当第３四半期累計期間において資本金が1,067,959千円、資本準備金が876,815千円減少し、こ

の減資額全額をその他資本剰余金に振り替えました。

　この結果、当第３四半期会計期間末において資本金が50,000千円、資本剰余金が1,944,774千円となって

おります。
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（金融商品関係）

　四半期財務諸表等規則第10条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

 

（有価証券関係）

　該当事項はありません。

 

（デリバティブ取引関係）

　該当事項はありません。

 

（持分法損益等）

　該当事項はありません。

 

（企業結合等関係）

　該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期累計期間（自　2022年２月１日　至　2022年10月31日）

当社はライブ配信コミュニケーションプラットフォーム事業の単一セグメントであるため、セグメントに

関する記載を省略しております。

 

Ⅱ　当第３四半期累計期間（自　2023年２月１日　至　2023年10月31日）

当社はライブ配信コミュニケーションプラットフォーム事業の単一セグメントであるため、セグメントに

関する記載を省略しております。
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（収益認識関係）

Ⅰ　前第３四半期累計期間（自　2022年２月１日　至　2022年10月31日）

　当社はライブ配信コミュニケーションプラットフォーム事業の単一セグメントであり、顧客との契約から生じ

る収益を分解した情報は以下のとおりであります。

（単位：千円）

財又はサービス

の移転時期

ライブ配信コミュニケーションプラットフォーム事業

合計ポイント

販売売上

メンバーシップ

販売手数料売上

公式ストアにおけるチ

ケット・コンテンツ販売

手数料売上（注）１．

その他

（注）２．

一時点で移転される財 4,687,647 － － － 4,687,647

一定期間にわたり移転

されるサービス
－ 123,612 170,985 2,881 297,478

顧客との契約から生じ

る収益
4,687,647 123,612 170,985 2,881 4,985,126

外部顧客への売上高 4,687,647 123,612 170,985 2,881 4,985,126

（注）１．「キャスマ―ケット」は、2022年８月に名称を「公式ストア」に変更しております。

　　　２．「その他」の区分は、ツイキャス・グッズファクトリーにおける手数料売上、スタンプ販売売上であ

ります。

 

Ⅱ　当第３四半期累計期間（自　2023年２月１日　至　2023年10月31日）

　当社はライブ配信コミュニケーションプラットフォーム事業の単一セグメントであり、顧客との契約から生じ

る収益を分解した情報は以下のとおりであります。

（単位：千円）

財又はサービス

の移転時期

ライブ配信コミュニケーションプラットフォーム事業

合計ポイント

販売売上

メンバーシップ

販売手数料売上

公式ストアにおけるチ

ケット・コンテンツ販売

手数料売上

その他

（注）

一時点で移転される財 4,458,723 － － 2,962 4,461,686

一定期間にわたり移転

されるサービス
－ 178,118 184,342 344 362,805

顧客との契約から生じ

る収益
4,458,723 178,118 184,342 3,307 4,824,491

外部顧客への売上高 4,458,723 178,118 184,342 3,307 4,824,491

（注）「その他」の区分は、ツイキャス・グッズファクトリーにおける手数料売上、スタンプ販売売上でありま

す。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益又は１株当たり四半期純損失及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純

利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

 
前第３四半期累計期間
（自　2022年２月１日
至　2022年10月31日）

当第３四半期累計期間
（自　2023年２月１日
至　2023年10月31日）

（１）１株当たり四半期純利益又は

１株当たり四半期純損失（△）
△2円41銭 7円68銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益又は四半期純損失（△）（千円） △32,135 107,280

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益又は

四半期純損失（△）（千円）
△32,135 107,280

普通株式の期中平均株式数（株） 13,344,422 13,966,000

（２）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 － 7円68銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益調整額（千円） － －

普通株式増加数（株） － 3,843

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益の算定に含めなかった潜在株式

で、前事業年度末から重要な変動があったものの概

要

－ －

（注）前第３四半期累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式は存在するものの、

四半期純損失であるため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2023年12月12日

モイ株式会社

取締役会　御中

 

ＰｗＣ Ｊａｐａｎ有限責任監査法人

東京事務所

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 若山　聡満

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 山本　剛

 

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の2第1項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているモイ株式会社の

2023年2月1日から2024年1月31日までの第12期事業年度の第3四半期会計期間（2023年8月1日から2023年10月31日まで）及

び第3四半期累計期間（2023年2月1日から2023年10月31日まで）に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、

四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められ

る四半期財務諸表の作成基準に準拠して、モイ株式会社の2023年10月31日現在の財政状態及び同日をもって終了する第3

四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任」に

記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社から独立しており、また、監査人

としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断してい

る。

四半期財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表を

作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正に

表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期財務諸表を作成することが適切である

かどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に基づいて継続企業に関する

事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

四半期財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半期

財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レビュー

手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施され

る年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかどうか結論

付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書において四半期財

務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期財務諸表の注記事項が適切でない場合

は、四半期財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、四半期レ
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ビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなく

なる可能性がある。

・　四半期財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準

拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期財務諸表の表示、

構成及び内容、並びに四半期財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさせる事項が認めら

れないかどうかを評価する。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な

発見事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並

びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合

又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　 上

 

 
  
（注）１．上記の四半期レビュー報告書の原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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